
上段（令和6年度12月）　下段（令和6年度7月） 掲載西条市立橘小学校

　　　　【回答率】　教職員１００％　　児童９８％　　保護者　７０％

児童像 具体的な取組 番号対象 設問 A　よく B　やや C　あまり D　まったく ・考察〇改善案等（継続したほうがいいこと、よかったこと、改善案）

教
職
員

　地域学校協働活動を通して、たくましく生
きぬく児童を育てている。

児
童

　地域の方々に感謝の気持ちを持って生活し
ている。

保
護
者

　お子様は、地域の方々とのふれあいを通し
て、感謝の気持ちを持っている。

教
職
員

　「食育」「外遊び」等を推進し、児童の健
康・体力つくりに努めている。

児
童

　「早寝・早起き・朝ご飯」を毎日続け、天
気のよい日には外で遊んでいる。

保
護
者

　お子様は、ご家庭で、毎日、「早寝・早起
き・朝ご飯」をし、天気のよい日には進んで
外遊びをしている。

3
教
職
員

　隔月一度の生活調べを活用し、児童の生活
習慣の確立に努めている。

教
職
員

　体験的な学習、問題解決的な学習等、絶えず授業
改善を行い、そこで、様々な考えを出し合う場を設
定して、学び合う児童を育てている。

児
童

　授業中、グループや全体の話合いで、友達
の話をよく聞いたり、自分の意見をすすんで
発表したりしている。

保
護
者

　お子様は、ご家庭で、人の話をよく聞き、
また、自分の思いや意見を積極的に話してい
る。

5
教
職
員

　補充的な学習・発展的な学習を取り入れる
ことにより、基礎・基本の確実な定着に努め
ている。

教
職
員

　学級活動、集会活動、全校縦割り班活動の
工夫により、ともに伸びようとする児童を育
てている。

児
童

　学級の友達やたてわりはんの友達と協力し
て活動できている。

保
護
者

　お子様は、地域活動で、友達と協力して活
動できている。

教
職
員

　「おはよう」「ありがとう」「返事」等が
できるよう、継続して指導・支援している。

児
童

　自分から進んで気持ちのよいあいさつをし
ていますか。

保
護
者

　 お子様は、ご家庭や地域で、積極的にあい
さつをしている。

令和6年度  学校評価 　結果（12月・7月）　

A　よく当てはまる　B　やや当てはまる　C　あまり当てはまらない　D　当てはまらない

た
く
ま
し
い
心
と
体
の
橘
っ
子

ふるさと「橘」を
素材にした、体験
活動や環境教育、
地域学校協働活動
を通して、ふるさ
とに感謝し、たく
ましく生きぬく児
童を育てる。

1

望ましい生活習慣
の確立、食育の推
進、保健・体育活
動の充実、によ
り、児童のたくま
しい心身を培う。

2

ば
ら
色
の
え
が
お
で
あ

い
さ
つ
橘
っ
子

あいさつ運動の推
進、美化活動の推
進により、笑顔の
絶えない学校づく
りをする。

7

ち
え
を
だ
し
み
ん
な
で
の
び
る
橘
っ
子

体験的な学習、問
題解決的な学習等
において、様々な
考えを出し合い、
学び合う授業実践
により、ともに伸
びようとする児童
を育てる。

4

全校縦割班活動の
充実等により、と
もに伸びようとす
る児童を育てる。

6

・教職員の「よく当てはまる」と評価している割合が増えているが、「あまり当てはまら
ない」の評価も増えている。
・児童と保護者の意識に差はあるが、7月よりも評価がよくなっている。
・地域の方への感謝の気持ちは持っているが、「ありがとう」と言って表すことができて
いないため、保護者にも伝わっていないのではないか。

〇訓話や各学級での指導等で、感謝の気持ちを伝えることの大切さを伝えていく。.
〇３月に行われる地域貢献活動はよい機会になると思う。積極的に情報発信したい。
〇折に触れて、「してもらうことが当たり前ではないよ」、「感謝の気持ちを持とう」と
声掛けしていくことが児童の割合の増加につながっていく。

・縦割り班活動を朝の時間に実施することで教職員の評価がよくなっている。
・保護者の評価がよくなっている。
・集会活動でも、高学年が低学年を気遣い、友達と協力して取り組んでいる。

〇縦割り班活動が充実している。朝の時間に体を動かしたり、話したりすることで異学年
の関わり合いや思いやりが増えたので、継続していく。

・学校での挨拶への指導・支援は継続して行えている。
・児童、保護者の評価は、7月と変わりない。
・集会活動でも、高学年が低学年を気遣い、友達と協力して取り組んでいる。

〇特に地域に対してのあいさつ指導を継続していく。
〇気持ちの良い、相手に伝わる挨拶や返事の仕方について指導する。

・7月と大きな変化はないが、３「教職員の生活調べの活用」の「よくできている」の評価
が下がっている。
・寒い季節になっても、屋外で遊ぶ児童が多く、運動に慣れ親しんでいる。

〇給食の放送やマラソン練習、学級遊びの時間の設定等活用する機会があるので、教員が
意識し、よりよい活動になるように努める。
〇各クラスでのなかよし遊び等、外遊び＋仲間づくりの活動を継続する。
〇生活調べの結果を委員会等で分析し、児童から改善策が出ると意識が更に高まる。
〇元気週間は、意識して取り組むことができるように指導する。
〇隔月ではなく、毎月行う方が意識して取り組むことができるのではないか。

・学び合う児童の育成、基礎基本の確実な定着についての評価が大きく上がっている。
・児童の中には、7月と同様にできていないと感じている児童がいる。
・保護者の評価が7月よりも少しよくなっている。

〇自分の意見を進んで発表することを苦手とする児童もいるため、ICTの活用等、自分の意
見を伝える方法を考える。
〇学び合いを進めることで、友達に「教えて」「助けて」と言うことができるようになっ
てきているので、継続して行う。
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児童像 具体的な取組 番号対象 設問 A　よく B　やや C　あまり D　まったく 考察・改善案等（継続したほうがいいこと、よかったこと、改善案）

教
職
員

　「善悪のけじめ」「学習規律の確立」「道徳教
育」等を通して、互いに認め合い、励まし合い、戒
め合う学級・学校づくりに努めている。

児
童

　「やってはいけないこと」「やっていいこと」
「やらなければならないこと」のけじめをつけ、友
達と認め合い、はげまし合い、注意し合って活動し
ている。

保
護
者

　お子様は、ご家庭や地域で、「善悪のけじ
め」をつけ、進んでよい行いをしている。

9
教
職
員

　教育相談体制・指導体制を整え、児童が安
心して通える学級・学校づくりに努めてい
る。

〇教職員間で情報交換を行い、学校全体で対応できるようにしているので、継続する。

教
職
員

　「話合い」「集会」「係（委員会活動
も）」等、自主的に実践できるよう、継続し
て指導・支援している。

児
童

　学級のかかりの仕事（高学年は委員会活動
も）などをいっしょうけんめいしている。

保
護
者

　お子様は、ご家庭で、自分の仕事やお手伝
い等、進んで行っている。

11
教
職
員

　自主的に美化活動に参加し、主体的に実践
できるよう、継続して指導・支援している。

教
職
員

　家庭学習習慣の定着を目指した取り組みを
工夫し、継続して指導、支援している。

児
童

　家で、自分で進んで勉強したり、ちゃんと
次の日の勉強の準備をしたりしている。

保
護
者

　お子様は、ご家庭で、自分で進んで学習し
たり、きちんと次の日の学習の準備を行った
りしている。

教
職
員

　「地域活動への積極的な参加（リサイクル活動・
危険箇所点検等への参加）、教育課程に地域素材を
計画的に取り入れるなどすることにより、学校・家
庭・地域の連携を強める取組を実践している。

児
童

　地域の行事にすすんで参加したり、地域の
人といっしょに楽しく活動したりしている。

保
護
者

　お子様は、地域行事に積極的に参加してい
る。

教
職
員

　学校便り・学年便り・保健便り・ＨＰ等による積
極的な情報発信、保護者や地域からの意見・情報収
集に努め、学校・家庭・地域の連携を強める取組を
実践している。

児
童

　家の人に、学校ことを話したり、お知らせ
を確かめたりしている。

保
護
者

　学校便り・学年便り・保健便り等を読んだ
り、学校のホームページを閲覧したりしてい
る。

地域活動への積極
的な参加、地域ボ
ランティアの計画
的な活用、等によ
り、学校・家庭・
地域の連携を強め
る。

13

ば
ら
色
の
え
が
お
で
あ
い
さ
つ

橘
っ
子

｢互いに認め合
い、励まし合い、
戒め合う学級・学
校づくり｣｢教育相
談体制、指導体制
の充実｣を通し
て、「夢と希望」
に満ちた学校づく
りをする。

8

な
に
ご
と
も
進
ん
で
行
う
橘
っ
子

特別活動（話合
い・集会・係・飼
育栽培・縦割班活
動・美化活動等)
を充実し、自主
的、実践的な態度
を育てる。

10

基礎基本の確実な
定着に向けた授業
実践、「家庭学習
の手引き」等によ
る家庭学習の推進
等により、主体的
に学習に取り組む
児童を育てる。

12

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
・
協
力

各種たより、ＨＰ
等による情報発
信、行事の感想等
による情報収集の
充実等により、双
方向の情報共有に
努め、学校・家
庭・地域の連携を
強める。

14

・家庭や地域での８「善悪のけじめ」や「よい行い」の評価がよくなっている。

〇「善悪のけじめ」については、学級活動や帰りの会等を使ってくり返し指導する必要が
ある。また、指導にぶれがないよう、教職員全体で意識を統一することが大切である。
〇子ども同士の注意の仕方の指導を行う。「～したらダメよ！」と注意するのではなく、
「～しよう」、「うるさい」ではなく「静かにしよう」等と声を掛け合えるようにする。

・教職員の評価が大きくよくなっている。保護者の評価もわずかであるがよくなってい
る。

〇児童の自主性を高める声掛け（特に褒めること）を行う。
〇保護者と協力して、宿題の提出ができるように支援していく。

・教職員は、地域とのつながりを大切にして、実践を行っている。
・秋祭りを考慮するとほとんどの児童が積極的に参加している。

〇３月に各学年が地域清掃を行う。地域とのつながりの大切さやありがたさを実践の中で
児童に伝え続ける。

・HPの更新が充実してきた。
・保護者の方の「まったく当てはまらない」の評価が増えている。
・昨年度のHP更新と比較すると減少傾向にあるため、閲覧の機会も減っているかもしれな
い。

〇学校だより、HP等を通して、学校からのお知らせや様子を伝えるよう努める。
〇行事等のお知らせやアンケート、評価等をマチコミメールで行っているので継続する。

・よりよい活動を求めているため美化活動についての「よくできている」の評価が下がっ
ているが、継続的に指導・支援はできている。

〇清掃活動では、基本的な掃除はきちんと実施できているが、「自主的・主体的」という
気持ちを持って取り組んで欲しいという高い目標を掲げて指導・支援しているので、継続
する。
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